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金 井 湛 君 は 哲学が 職業で ある。 

哲学者と いう 概念に は、 何 か 書物 を 書いて いると い 

うこと が 伴う。 金 井 君 は 哲学が 職業で ある 癖に、 なん 

にも 書物 を 書いて いない。 文科 大学 を 卒業 するとき に 

は、 外道 哲学と Sokrates 前の 希臘 哲学との 比較的 研 

究 とかいう 題で、 余程 へんな もの を 書いた そうだ。 そ 

れ からと いう もの は、 なんにも 書かない。 

しかし 職業で あるから 講義 はする。 講座 は 哲学 史を 

受け持つ ていて、 近世 哲学 史の 講義 をして いる。 学生 

の 評判で は、 本 を 沢山 書いて いる 先生方の 講義より は、 

金 井先 生の 講義の 方が 面白い という ことで ある。 講義 



は 直観的で、 或 物の 上に 強い 光線 を 投げる ことがある。 

そういう ときに、 学生 は いつまでも 消えない 印象 を 得 

るので ある。 殊に 縁の 遠い 物、 何の 関係 もない ような 

物を藉 りて 来て 或 物 を 説明して、 聴く 人が はっと 思つ 

て 会得 するとい うような 事が 多い。 scilopenllauer 

は 新聞の 雑報の ような 世間話 を 材料 帳に 留めて 置いて、 

自己の 哲学の 材料に したそう だが、 金 井 君 は 何 をで も 

まじめ 

哲学 史の 材料に する。 真面目な 講義の 中で、 その 頃 青 

年の 読んで いる 小説なん ぞを 引いて 説明す るので、 学 

生が び つ くりす る ことがある。 

小説 は 沢山 読む。 新聞 や 雑誌 を 見る とき は、 議論な 



そのうち 自然主義 という ことが 始まった。 金 井 君 は 

この 流義の 作品 を 見た とき は、 格別 技癢 をば 感じな 

かった。 その 癖 面白がる こと は 非常に 面白がった。 面 

白が ると 同時に、 金 井 君 は 妙な 事 を 考えた。 

金 井 君 は 自然 派の 小説 を 読む 度に、 その 作 中の 人物 

ざ が てんぱい 

が、 行住坐臥 造次顛沛、 何に 就けても 性欲 的 写象 を 伴 

うの を 見て、 そして 批評が、 それ を 人生 を 写し 得た も 

のとして 認めて いるの を 見て、 人生 は 果して そんな も 

のであろう かと 思う と 同時に、 或は 自分が 人間 一般の 

心理的 状態 を 外れて 性欲に 冷澹 であるの ではない か、 

特に frigiditas とで も名づ くべき 異常な 性癖 を 持って 



生れた ので は あるまい かと 思った。 そういう 想像 は、 

zola の 小説な ど を 読んだ 時に も 起らぬ ではなかった。 

しかし それ は Germinal やなん ぞで、 労働者の 部落の 

人間が、 困 厄の 極度に 達した 処を 書いて あるとき、 或 

あいびき のぞ 

る 男女の 逢引 をして いるの を視 きに 行く 段な ど を 見て 

そう 思った ので あるが、 その 時の 疑 は、 なんで 作者が 

そういう 処を、 わざとら しく 書いて いる だろうと いう 

のであって、 それが 有りそう でない 事と 思った ので は 

無い。 そんな 事 も あるだろう が、 それ を 何故 作者が 書 

いたの だろうと 疑う に過ぎない。 即ち 作者 一人の 性 

欲 的 写象が 異常で はない かと 思う に過ぎない。 小説家 



とか 詩人と かいう 人間に は、 性欲の 上に は 異常が ある 

かも 知れない。 この 問題 は Lombroso なん ぞの 説い 

ている 天才 問題と も 関係 を 有して いる。 M ひ bius 一派 

の 人が、 名の ある 詩人 や 哲学者 を 片端から 摑 まえて、 

精神病 者と して 論じて いる も、 そこに 根柢 を 有して い 

る。 しかし 近頃 日本で 起った 自然 派と いう もの は それ 

と は 違う。 大勢の 作者が 一時に 起って 同じような 事 を 

書く。 批評が それ を 人生 だと 認めて いる。 その 人生と 

いう ものが、 精神病 学者に 言わせる と、 一 々の 写象に 

性欲 的 色調 を 帯びて いると でも 云いそう な 風な の だか 

ら、 金 井 君の 疑惑 は 前より 余程 深くな つて 来たので あ 



いるかと 疑わざる こと を 得ない ことにな つた。 

その 頃 或 日 金 井 君 は、 教場で 学生の 一 人が 

Jemsalem の 哲学 入門と いう 小さい 本 を 持つ ている 

の を 見た。 講義の 済んだ とき、 それ を 手に 取って 見て、 

どんな 本 だと 問うた。 学生 は、 「南 江 堂に 来て いたから、 

参考書になる かと 思って 買って 来ました、 まだ 読んで 

見ません が、 先生が 御覧になる ならお 持 下さい」 と 云つ 

た。 金 井 君 は それ を 借りて 帰って、 その 晚 丁度 暇が 

あつたので 読んで 見た。 読んで 行く うちに、 審美 論の 

処 になって、 金 井 君 は 大いに 驚いた。 そこに こういう 

事が 書いて ある。 あらゆる 芸術 は LiebeswerbunTO で 



基督 を壻 だとい うの は 普通で ある。 聖者と 崇められた 

尼なん ぞに は、 実際性 欲 を perverse の 方角に 発揮し 

たに 過ぎない のがい くら も ある。 献身 だなん ぞ という 

行 をした 人の 中には、 Sadist も いれば Masochist 

もい る。 性欲の 目 金 を 掛けて 見れば、 人間の あらゆる 

出来事の 発動機 は、 一 として 性欲なら ざる はなしで あ 

る。 Qlerdlez la femme は あらゆる 人事 世相に 応用 

する ことが 出来る。 金 井 君 は、 若し こんな 立場から 見 

たら、 自分 は 到底 人間の 仲間 はずれた る こと を 免れな 

いか も 知れない と 思った。 

そこで 金 井 君の 何 か 書いて 見ようと いう、 兼ての 希 



望が、 妙な 方角に 向いて 動き 出した。 金 井 君 はこん な 

事 を 思った。 一体 性欲と いう ものが 人の 生涯に どんな 

順序で 発現して 来て、 人の 生涯に どれ だけ 関係して い 

ちょう まな ま 

るかと いう こと を徴 すべ き 文献 は 甚 だ少 いよう だ。 

わいせつ 

芸術に 猥褻な 絵な どが あるよう に、 pomographie は 

いんしょ 

どこの 国に も ある。 娃書は ある。 しかし それ は 真面目 

な もので ない。 総ての 詩の 領分に 恋愛 を 書いた もの は 

ある。 しかし 恋愛 は、 よしや 性欲と 密接な 関繫を 有し 

ている としても、 性欲と 同一 ではない。 裁判の 記録 や、 

医者の 書いた ものに、 多少の 材料 は ある。 しかし それ 

ざんげき 

は 多く 性欲の 変態ば かりで ある。 Rousseau の 懺悔 記 



は 随分 思い切って 無遠慮に 何でも 書いた もの だ。 子供 

の 時 教えられた 事 を 忘れる と、 牧師の お嬢さんが 摑ま 

えてお 尻 を 打つ。 それが 何とも 云えない 好い 心 持が す 

るので、 知った こと を わざと 知らない 振 をして、 間違つ 

た 事 を 言ったり 何 かして、 お嬢さんに 打って 貰った。 

ところが、 いっか お嬢さんが 情 を 知って 打た なくなつ 

たな どと いう ことが 書いて ある。 これ は 性欲の 最初の 

発動であって、 決して 初恋で はない。 その外、 青年 時 

代の 記事に は 性欲の 事 もちよい ちょい 見えて いる。 し 

かし 性欲 を 主にして 書いた もので はない から 飽き 足ら 

ない。 Casanova は 生涯 を 性欲の 犠牲に 供した と 云つ 



て も 好い 男 だ。 あの 男の 書いた 回想 記 は 一 の大 著述で 

あって、 あの 大部な 書物の 内容 は、 徹頭徹尾 性欲で、 

恋愛な どに まぎらわしい 処 はない。 しかし 拿 破崙の 

名聞 心が 甚だしく 常人に 超越して いる 為め に、 その 

自伝が 名聞 心 を 研究す る 材料に なりに くいと 同じ 事で、 

性欲 界の 豪傑 Casanova の 書いた もの も、 性欲 を 研究 

する 材料に はなり にくい。 譬 え ば Rhodos の 

kolossos ゃ奈 良の 大仏が 人体の 形の 研究に は 適せな 

いような ものである。 おれ は 何 か 書いて 見ようと 思つ 

ている の だが、 前人の 足跡 を 踏む ような 事 はした くな 

い。 丁度 好い から、 一 つ おれの 性欲の 歴史 を 書いて 見 



ようかし らん。 実は おれ もま だ 自分の 性欲が、 どう 

ほうが 

萌芽し て ど う 発展した か、 つ くづ く 考え て 見た ことが 

ない。 一 つ 考えて 書いて 見よう かしらん。 白い 上に 黒 

く、 はっきり 書いて 見たら、 自分が 自分で わかる だろ 

う。 そうしたら 或は 自分の 性欲 的 生活が normal だか 

siomalous だか 分かる かも 知れない。 勿論 書いて 見 

ない 内 は、 どんな ものに なるやら 分らない。 随 て 人 

に 見せられる ような ものに なるやら、 世に 公に せられ 

るよう な ものに なるやら 分らない。 とにかく 暇な とき 

に ぼつぼつ 書いて 見ようと、 こんな 風な 事 を 思った。 

そこへ 独逸から 郵便物が 届いた。 いつも 書籍 を 送つ 



て くれる 書肆から 届いた ので ある。 その 中に 性欲 的教 

育の 問題 を 或 会で 研究した 報告が あった。 性欲 的と い 

うの は 妥 でない。 Sexual は 性的で ある。 性欲 的で 

はない。 しかし 性と いう 字が あまり 多義 だから、 不本 

意ながら 欲の 字 を 添えて 置く。 さて 教育の 範囲 内で、 

性欲 的 教育 をせ ねばならない ものだろう か、 せねば な 

らな いとした ところで、 果して それが 出来る だろう か 

というの が 問題で ある。 或 会で 教育家 を 一 人、 宗教家 

を 一人、 医学者 を 一人と 云う 工合に、 おのおの その 向 

の authority とすべ き 人物 を 選んで、 意見 を 叩いた の 

が、 この 報告に なって 出た ので ある。 然るに 三人の 議 



麗に 彩色が して ある。 

「おば 様。 そ リゃぁ 何の 絵本 かのう」 

僕 はっかつ かと 側へ ハ$ つた。 娘 は 本 を 伏せて、 おば 

さんの 顔 を 見て 笑った。 表紙に も 彩色が してあって、 

見れば 女の 大きい 顔が 書いて あった。 

おばさん は 娘の 伏せた 本 を 引った くって 開けて、 僕 

の 前に 出して、 絵の 中の 何物 か を 指 ざして、 こう 云つ 

た。 

「しず さあ。 あんた はこれ を 何と 思いん さる かの」 

娘 は 一 層 声 を 高く して 笑った。 僕は視 いて 見た が、 

人物の 姿勢が 非常に 複雑に なって いるので、 どうもよ 



で、 襤褸 を 着て、 いつも 二本棒 を 垂らして いる。 その 

子が 僕の 通る 度に、 指 を 銜えて 僕 を 見る。 僕 は 厭悪と 

多少の 畏怖と を 以て この 子 を 見て 通る ので あ つ た。 

或 日 木戸 を 通る とき、 いつも 外に 立って いる 子が 見 

えなかった。 おれ は あの 子 はどうし たかと 思いながら、 

通り過ぎよ うとした。 その 時 番所 址の 家の 中で、 じい 

さんの 声が した。 

「こりい。 それう 持って わやく をし ちゃ あいけん ちゆ 

うのに」 

僕 はふい と 立ち 留 つて 声の する 方 を 見た。 じいさん 

あぐら わら *) 

は 胡 坐 を かいて 草鞋 を 作って いる。 今 叱った の は、 子 



どと は 思わな い。 じいさんが そんな 事 を 言った の は、 

せっとく 

子供の 心に も、 profanation である、 褻瀆 であると い 

うように 感ずる。 お 社の 御簾の 中へ 土足で 踏み込めと 

いわれた と同じように 感ずる。 そして そんな 事 を 言つ 

たじい さんが 非道く 憎い ので ある。 

こんな 考は その後 木戸 を 通る 度に 起った。 しかし 子 

いとま 

供の 意識 は 断えず 応接に 遑 あらざる 程の 新 事実に 襲 

われて いるので あるから、 長く 続けて そんな 事 を 考え 

ている こと は 出来ない。 内に 帰って いる 時なん ぞは、 

大抵 そんな 事 は 忘れて いるので あった。 



た。 お 父 様が 古 かね 屋に でも 遣って おしまいな さるお 

積で、 疾 うから 蔵に しまって あつたの を、 引き出して 

お 置に なった のか も 知れない。 

僕 は 何の気なしに 鎧 櫃の蓋 を 開けた。 そうすると 鎧 

の 上に 本が 一 冊 載って いる。 開けて 見る と、 綺麗に 彩 

色の して ある 絵で ある。 そして その 絵に かいて ある 男 

と 女と が 異様な 姿勢 をして いる。 僕 は、 もっと 小さい 

時に、 小 原の おばさんの 内で 見た 本と 同じ 種類の 本 だ 

と 思った。 しかしもう 大分 それ を 見せられた 時よ リは 

ちしき よ 

智識が 加わって いるの だから、 その 時より は 熟く 分つ 

た。 Midielangelo の 壁画の 人物 も、 大胆な 遠近法 を 



使って かいて あると はいう が、 こんな 絵の 人物に は、 

それと は 違って、 随分 無理な 姿勢が 取らせて あるの だ 

から、 小さい 子供に、 どこに 手が ある やら 足が ある や 

わき ま 

ら 弁えに くかった の も 無理 は 無い。 今度 は 手 も 足 も 

好く 分った。 そして 兼て 知りた く 思った 秘密 はこれ だ 

と 思った。 

僕 は 面白く 思って、 幾 枚 かの 絵 を 繰り返して 見た。 

しかし ここに 注意して 置かなければ ならない 事が ある。 

それ はこうい う 人間の 振舞が、 人間の 欲望に 関係 を 有 

している という こと は、 その 時 少しも 分らなかった。 

SCISPIenllauer はこうい う 事 を 言つ ている。 人間 は 



Neugierde に過ぎない。 Wissbegierde に過ぎない。 

まげ 

小 原の おばさんに 見せて 貰って いた、 島 田鬅の 娘と は、 

全く 別 様な 眼で 見た ので ある。 

さて 繰り返して 見て いるう ちに、 疑惑 を 生じた。 そ 

れは 或る 体 の 部分が 馬鹿に 大きく かいて ある ことで 

ある。 もっと 小さい 時に、 足で ない もの を 足 だと 思つ 

たの も、 無理 は 無い ので ある。 一体こう いう 画 は どこ 

の 国に も あるが、 或る 体の 部分 を こんなに 大きく かく 

という こと だけ は、 世界に 類が 無い。 これ は 日本の 浮 

世 絵師の 発明な ので ある。 昔 希臘の 芸術家 は、 神の 形 

を 製作す るのに、 額 を 大きく して、 顔の 下の 方 を 小さ 



やど 

くした。 額 は 霊魂の 舎る ところ だから、 それ を 引き立 

たせる 為め に 大きく した。 顔の 下の 方、 口のと ころ、 

そしゃく あご 

咀嚼に 使う 上下の 顎に 歯なん ぞは、 卑しい 体の 部で あ 

るから 小さく した。 若し こっちの 方 を 大きく すると、 

めんかく 

段々 猿に 似て 来る ので ある。 Camper の 面 角が 段々 小 

さくな つて 来る ので ある。 それから 腹の 割合に 胸を大 

きくした。 腹が 顎 や 歯と 同じ 関係 を 有して いると いう 

こと は、 別段に 説明す る こと を 要せない。 飲食よ リは 

呼吸の 方が、 上等な 作用で ある。 その上 昔の 人 は 胸に、 

詳しく 言えば 心の 臓に、 血の 循 行ではなくて、 精神の 

作用 を 持たせて いたので ある。 その 額 や 胸 を 大きく し 



五月雨の 晴れた 頃であった。 お母様 は 相 変らず 機 を 

ひる 

織って いらっしゃる。 蒸 暑い 午 過で、 内へ 針 為 事に 来 

て、 台所の 手伝 をして いる 婆あさん は 昼寝 をして いる _ 

お母様の 梭の 音の みが、 ひっそり している 家に 響き 

渡つ ている。 

とんぼ 

僕 は 裏庭の 蔵の 前で、 蜻蜓の 尻に 糸を附 けて 飛ばせ 

さるす ベリ せみ 

ていた。 花の 一 ぱい 咲いて いる 百日紅の 木に、 蟬が来 

て 鳴き 出した。 視 いて 見た が、 高い 処 なので 取れそう 

にない。 そこへ 勝が 来た。 勝 も 内の ものが 昼寝 をした 

ので、 寂しくな つて 出掛けて 来たので ある。 

「遊びましょう や あ」 



直な 子であった ので、 とうとう 尻を褰 つて 飛んだ。 僕 

は 目 を 円く して 視 いていた が、 白い 脚が 二 本 白い 腹に 

続いて いて、 なんにも 無かった。 僕 は 大いに 失望した。 

operaglass で ballet を 踊る 女の 股の 間を視 いて、 

うすもの 

羅 に 織り込ん である 金糸の 光る の を 見て、 失望す る 

紳士の 事 を 思えば、 罪のない 話で ある。 

その 歳の 秋であった。 

うらぼん 

僕の 国 は 盆 踊の 盛な 国であった。 旧暦の 盂蘭盆が 近 

づ いて 来る と、 今年 は 踊が 禁ぜられる そうだと いう 

うわさ たしょう まれ 

噂が あった。 しかし 県庁で 他所 産の 知事さん が、 僕 



の 国の ものに 逆う の は 好くない というので、 黙許す る 

という 事に なった。 

内から 二三 丁ば かり 先 は 町で ある。 そこに 屋台が 掛 

かっていて、 夕方に なると、 踊の 囉子 をす るの が 内へ 

聞え る。 

踊 を 見に & つても 好い かと、 お母様に 聞く と、 早く 

戻るなら、 往 つても 好い という ことであった。 そこで 

草履 を 穿いて 蚯け 出した。 

これまで も 度々 見に 往 つたこと が ある。 もっと 小さ 

い 時には お母様が 連れて行って 見せて 下す つた。 踊る 

もの は、 表 向 は 町の ものば かりとい うので あるが、 皆 



ずきん さ ぶ ら い 

頭巾で 顔 を 隠して 踊る ので あるから、 侍 の 子が 沢山 

踊りに 行く。 中には 男で 女装した の も ある。 女で 男装 

ひゃく まなこ 

したの も ある。 頭巾 を 着ない もの は 百 眼と いう もの 

を 掛けて いる。 西洋です る Cameval は 一 月で、 季節 

は 違う が、 人間 は 自然に 同じような 事 を 工夫し 出す も 

ので ある。 西洋に も、 収穫の 時の 踊 は 別に あるが、 そ 

の 方に は 仮面 を 被る こと はない ようで ある。 

大勢が 輪に なって 踊る。 覆面 をして 踊りに 来て、 

立って 見て いるもの も ある。 見て いて、 気に入った 踊 

手の いる 処へ、 いつでも 割り込む ことが 出来る ので あ 

る。 



獅子鼻で あったり、 反歯で あったり、 満足な 顔 はして 

いない。 それと 違って 榛野 というの は、 色の 白い、 背 

うなじ 

の 高い 男で、 髪 を 長く して、 油を附 けて、 項まで 分け 

ていた。 この 男 は 何とい う 役で あつたか 知らぬ が、 先 

ず 家従 どもの 上席 位の 待遇 を 受けて、 文書の 立案と い 

うような 事 をして いた。 家従 ども はこん な 事 を 言う。 

「榛野 さあの ように 大事に して 貰われれば、 こっちと 

ぜに ようきゅう 

らも 奥山へ 行く けえ ど、 銭う 払うて 楊 弓 を 引いても、 

ろくに 話 もして くれん けえ、 ほんつ まらん いのう」 

榛野 はこの 仲間の Adonis であった。 そして 僕 は 程 

なく この 男の ために Aphrodite たり、 また 



t-ersepilone たる 女子 ども を 見る こと を 得た ので ある _ 

お 庭の 蟬の 声の 段々 やかまし ゆうなる 頃で あ つ た。 

お 父 様の 留守に ぼんやりして いると、 涅麻 という 家従 

が 外から 声を掛けた。 

「しず さあ。 居りん さる か あ。 今から お 使に 行く けえ 

一し よに 来ん されえ。 浅 草の 観音様に 連れて行って 上 

げぅ」 

観音様へ はお 父 様が 一 度 連れて行って 下す つたこと 

が ある。 僕 は 喜んで 下駄 を 引っ掛けて 出た。 

吾妻橋 を 渡って、 並木へ 出て 買物 をした。 それから 

引き返して、 中 店 を ぶらぶら 歩いた。 亀の 形 をした お 



もちやの 糸で 吊した の を、 沢山 持って、 「器械の 亀の子、 

選り 取った 選り 取った」 などと 云って いる 男が ある。 

亀 の 首 や 尾 や 四 足が ぶるぶると 動いて いる。 湼麻は 絵 

草 紙屋の 前に 立ち 留まった。 おれ は 西南 戦争の 錦絵 を 

みせさき 

見て いると、 涅麻は 店 前に 出して ある、 帯封の して あ 

る 本 を 取り上げて、 店番の 年増に こう 云う ので ある。 

だま 

「お上さん。 これ を 騙されて 買って 行く 奴が まだ あり 

ます か ま， td まま」 

「それでもち よいちよ い 売れます よ。 一向つ まらない 

事が 書いて あるので ございま すが。 お ほほ ほ」 

「どうでしょう。 本当の を 売って くれません かね」 



楊 弓 店の ある、 狭い 巷に 出た。 どの 店に もお 白い 

を附 けた 女の いるの を、 僕 は 珍ら しく 思って 見た。 お 

父 様 はこ こへ は 連れて来なかった ので ある。 僕 はこの 

女達の 顔に 就いて、 不思議な 観察 をした。 彼等の 顔 は 

あた リ まえ 

当 前の 人間の 顔で はない ので ある。 今まで 見た、 普 

通の 女と は 違つ て、 皆 一 種の stereotype な 顔 をして 

ことば 

いる。 僕の 今の 詞を 以て 言えば、 この 女達の 顔 は 凝 

結した 表情 を 示して いるので ある。 僕 は その 顔 を 見て 

こう 思った。 何故 皆 揃って あんな 顔 をして いるので あ 

ろう。 子供に 好い子 をお 為と いうと、 変な 顔 をす る。 

この 女達 は、 皆 その子 供の ように、 変な 顔 をして いる。 



は えぎ わ つ 

眉 はなる たけ 高く、 甚だしき は 髪の 生 際まで 吊るし 上 

げて ある。 目 をなる たけ 大きく 睜 つてい る。 物 を 言つ 

て も 笑っても、 鼻から 上 を 動かさない ようにし ている 

どうして 言い合せ たように、 こんな 顔 をして いる だろ 

うと 思った。 僕に は 分からなかった が、 これ は 売 物の 

顔であった。 これ は prostitution の 相貌であった。 

女 は やかましい 声で 客 を 呼ぶ 「ちいと、 旦那」 とい 

ちっとち 

うのが 尤 多い。 「ちょいと」 と はっきり 聞え るの も 

あるが、 多く は 「ちいと」 と 聞え る。 「紺 足袋の 旦那」 

なん ぞと 云う 奴 も ある。 涅麻は 紺 足袋 を 穿いて いた。 

「あら、 涅 麻さん」 



は 職人の ような 男であった。 

高座に は 話 家が 出て 饒舌って いる。 徳三郎 という 息 

しょうぎ しめだし 

子が 象棋を さしに 出て いた。 夜が 更けて 帰って、 閉出 

を 食った。 近所の 娘が 一 人 やはり 同じように 閉出を 

食って いる。 娘 は 息子に 話し掛ける。 息子が おじの 内 

へ往 つて 留めて 貰うよ り 外 はない と 云う と、 娘が 一 

しょに 連れて行って くれろ と 頼む。 息子 は 聴かずに ず 

とおり もの 

ん ずん 行く が、 娘は附 いて 来る。 おじ は 通 物で ある。 

通 物と は 道義心の lax なる 人物と いう ことと 見える。 

息子が 情人 を 連れて来 たものと 速断す る。 息子が 弁解 

する の を、 恥 かしい ので 言 を 左右に 托して いるの だと 



思う。 息子に 恋慕して いる 娘 は、 物怪の 幸と 思って い 

る。 そこで 二人 はお じに 二階へ 追い上げられる。 夜具 

は 一 人前し か 無い。 解いた 帯 を、 縦に 敷布団の 真中に 

置いて、 跡から 書く ので 譬喩が anachronism になる 

が、 樺 太 を 両分した ようにして、 二人 は 寝る。 さて 一 

寐 入して 目が 醒めて 云々 というの である。 僕の 耳に は、 

まだ 東京の 詞は 慣れて いないのに、 話 家 は ぺらぺら 

しゃべる。 僕 は 後に 西洋人の 講義 を 聞き 始めた 時と 同 

じょうに、 一しょう 懸命に 注意して 聴いて いると、 銀 

林 は 僕の 顔 を 見て 笑って いる。 

「どうです。 分かります かい」 



は、 応接 所と 台所との 間であった。 日が 暮れて、 まだ 

下女が ランプ を 点けて 来て くれない。 僕 はふい と 立つ 

て 台所に 出た。 そこで は 書生と 下女と が 話 をして いた。 

書生 はこうい うこと を 下女に 説明して いる。 女の 器械 

は 何時でも 用に 立つ。 心 持に 関係せ ずに 用に 立つ。 男 

の 器械 は 用 立つ 時と 用 立たない 時と ある。 好 だと 思え 

ば 跳躍す る。 嫌 だと 思えば 藝 靡して 振わない というの 

である。 下女 は 耳 を 真 赤に して 聴いて いた。 僕 は不愉 

快 を 感じて、 自分の 部屋に 帰った。 

学校の 課業 はむ つかしい とも 思わなかった。 お 父 様 

に 英語 を 習って いたので、 Adler とかいう 人の 字書 を 



使って いた。 独英と 英 独との 二 冊に なって いる。 退屈 

した 時には、 membre という 語 を 引いて 

zeuTOUngsglied という 語 を 出したり、 pudenda と い 

う 語 を 引いて Scham という 語 を 出したり して、 ひと 

りで 可笑しが つていた こと も ある。 しかし それ も 性欲 

に 支配 せられて、 そんな 語 を 面白がつ たので はない。 

のぼ 

人の 口に 上せない 隠微の 事と して 面白がつ たので ある。 

それ だから 同時に fart という 語 を 引いて Furz という 

語 を 出して 見て 記憶して いた。 あるとき 独逸 人の 教師 

が 化学の 初歩 を 教えて いて、 硫化水素 を こしらえて 見 

せた。 そして この 瓦斯 を 含んで いるもの を 知っている 



かと 問うた。 一人の 生徒が fauleEier と 答えた。 いか 

にも 腐った 卵に は 同じ 臭が ある。 まだ 何 か あるかと 問 

うた。 僕が 起立して 声高く 叫んだ。 

『p\lrz ！』 

『was? Bitte, nocli einmeil ！』 

『Furz ！』 

教師 はやつ と 分かった ので 顔 を 真 赤に して、 そんな 

詞を 使う もので はない と、 懇切に 教えて くれた。 

学校に は 寄宿舎が ある。 授業が 済んで から、 寄って 

見た。 ここで 始て 男色と いう こと を 聞いた。 僕なん ぞ 

と 同級で、 毎日 馬に 乗って 通って 来る 蔭 小路と いう 少 



ので、 忍んで 交際して いたので ある。 そのうちに 手 を 

ほおず リ 

握る。 頰摩 をす る。 うるさくて たまらない。 僕に は 

Uming たる 素質 はない。 もう 帰 リ掛に 寄る のが 嫌に 

なった が、 それまでの 交際の 惰力で、 つい 寄らねば な 

ら ないように せられる。 ある 日 寄って 見る と 床が 取つ 

てあつた。 その 男が いつもよりも 一層うる さい 挙動 を 

する。 血が 頭に 上って 顔が 赤くな つてい る。 そしてと 

うとう 僕に ， J う 云 つ た。 

「君、 一 寸 だから この 中へ^ 入って 一 しょに 寝 給え」 

「僕 は 嫌 だ」 

「そんな 事 を 言う もの じ やない。 さあ」 



その 頃 僕 は 土曜日 ごとに 東 先生の 内から、 向島のお 

父 様の 処へ 泊り に 行って、 日曜日の 夕方に 帰る ので 

あった。 お 父 様 は 或る 省の 判任官に なって おられた。 

僕 はお 父 様に 寄宿舎の 事 を 話した。 定めて お 父 様 は 

び つ くりな さる だろうと 思う と、 少しもび つ くりな さ 

ら ない。 

「うむ。 そんな 奴が おる。 これから は 気を附 けんと 行 

かん」 

こう 云って 平気で おられる。 そこで 僕 は、 これ も嘗 

めなければ ならない 辛酸の 一 つであった という こと を 

K5 つた。 



自分の 醜男 子なる こと を 知って、 所詮 女に は 好かれな 

いだろうと 思った。 この頃から 後 は、 この 考が 永遠に 

僕の 意識の 底に 潜伏して いて、 僕に 十分の 得意と いう 

こと を 感ぜ させない。 そこへ 年齢の 不足と いう ことが 

加勢して、 何事 をす るに も、 友達に 暴力で 圧せられる 

ので、 僕 は 陽に 屈服して 陰に 反抗 するとい う 態度に 

まさ 

なった。 兵家 Clausewitz は 受動的 抗抵を 弱国の 応に 

取るべき 手段 だと 云って いる。 僕 は 先天的 失恋 者で、 

そして 境遇 上の 弱者であった。 

性欲 的に 観察して 見る と、 その 頃の 生徒 仲間に は軟 

派と 硬派と があった。 軟派 は 例の 可笑しな 画 を 看る 連 



んぞ より は、 無論 一層 下った 貨物な ので ある。 

僕 は 硬派の 犠牲であった。 何故と いうのに、 その 頃 

の 寄宿舎の 中で は、 僕と % 生庄之 助と いう 生徒と がー 

番 年が 若かった。 埴生 は 江戸の 目医者の 子で ある。 色 

が 白い。 目が ぱっちり していて、 唇 は 朱 を 点じた よう 

である。 体 はしな やかで ある。 僕 は 色が 黒くて、 体が 

武骨で、 その上 田舎 育で ある。 それで あるのに、 意外 

にも 硬派 は 埴生 を附け 廻さずに、 僕 を附け 廻す。 僕の 

想像で は、 埴生 は 生れな がらの 軟派で あるので 免れる 

の だと 思つ ていたの である。 

学校に 這 入った の は 一 月で ある。 寄宿舎で は 二階の 



部屋 を 割り当てられた。 同室 は 鰐口 弦と いう 男で あ 

る。 この 男は晚 学の 方であって、 級 中で 最 年長者の 一 

あばた あご 

人であった。 白菊 石の 顔が 長くて、 前にし やくれ た腮 

とが や も 

が 尖って いる。 痩せて いて 背が高い。 若し この 男が 硬 

派で あったら、 僕 は 到底 免れない のであった かと 思う。 

幸に 鰐口 は 硬派ではなかった。 どちら かと 云えば 軟 

派で、 女色の 事 は 何でも 心得て いるら しい。 されば と 

て 普通の 軟派で もない。 軟派の 連中 は 女に 好かれよう 

ちと 

とする。 鰐口 は 固より 好かれよ うとした とて 好かれ も 

つ ちづ と 

すまいが、 女 を 土苴の 如くに 視 ている。 女 は 彼の 為に、 

只 ft 欲に 満足 を 与える 器械に 過ぎない。 彼 は 機会の あ 



St つて.^ た。 

教師が 憚る くらいで あるから、 級 中 鰐口 を 憚らない 

もの はない。 鰐口 は 僕に 保護 を 加え はしない が、 鰐口 

のい る処へ 来て、 僕に 不都合な 事 をす る もの は 無い。 

鰐口 は 外出 するとき、 僕に こう 云って 出て 行く。 

「おれが おらん と、 又 穴 を視ぅ 馬鹿 もの 共が 来る から、 

用心して おれ」 

僕 は 用心して いる。 寄宿舎 は 長屋 造で あるから 出口 

は 両方に ある。 敵が 右から 来れば 左へ 逃げる。 左から 

来れば 右へ 逃げる。 それでも 心配な ので、 あるとき 向 

ふところ 

島の 内から、 短刀 を 一本 そっと 持って来て、 懐に 隠 



「芋 を 買う 時と は 違う。 小僧なん ぞは 仲間に^ んらな 

くても 好い」 

わき 

僕 は 傍 を 向いて 聞かない 振 をして いた。 誰 を 仲間に 

入れる とか 入れない とか 云って、 暫く 相談して いたが、 

程なく 皆 出て 行った。 

鰐口の 性質 は 平生 知っている。 彼 は 権威に 屈服し な 

い。 人と 苟 も 合う という 事がない。 そこまで は 好い。 

しかし 彼が 何物 を も 神聖と 認めない 為め に、 傍の もの 

が 苦痛 を 感ずる y J とが ある。 そ の 頃 僕 は 彼の 性質 を 刻 

薄 だと 思って いた。 それに は、 彼が 漢学の 素養が あつ 

て、 いつも 机の 上に 韓非子 を 置いて いたの も、 与 つて 



力が あ つ たのだろう。 今 思えば 刻薄と いう 評 は 黒星に 

中って いない。 彼 は cynic なので ある。 僕 は 後に 

dleodor Visciier の 書いた Cynismus を 読んで いる 

間、 始終 鰐口の 事 を 思って 読んで いた。 Cynic という 

語 は 希臘の kyon 犬と いう 語から 出て いる。 犬 学な ど 

という 訳語が あるから は、 犬 的と 云っても 好い かも 知 

きたな 

れ ない。 犬が 穢 いものへ 鼻 を 突 込みたがる 如く、 犬 

的な 人 は 何物 をも穢 くしなくて は 気が済まない。 そこ 

で 神聖なる もの は 認められな いので ある。 人 は 神聖な 

る もの を 多く 有して いる だけ、 弱点が 多い。 苦痛が 多 

い。 犬 的な 人に 逢って は 叶わない。 



とう ものみせ 

酒 は その 頃 唐物 店に 売つ ていた gin というの である。 

ぴん しょうちゅう 

黒い 瓶の 肩の 怒った のに 這 入って いる 焼 酎 である。 

直 段が 安いそう であった から、 定めて 下等な 酒で あつ 

たろう。 

皆が 折々 僕の 方 を 見る。 僕 は 澄まして、 机の下から 

最中 を 一 つず つ 出して 食って いた。 

しち さが 

Gin が 利いて 来る。 血が 頭へ 上る。 話が 下へ 下って 

来る。 盲 汁の 仲間に は 硬派 も いれば 軟派 もい る。 軟派 

みや うら へんみ 

の宫 裏が 硬派の 逸見に こう 云った。 

せっちん 

「どうだい。 逸見なん ざ あ、 雪隠へ 這 入って 下の 方 を 

ひぢ りめん 

視 いたら、 僕なん ぞが、 裾の 間から 緋 縮緬の ちらつく 



埴生 は 間もなく 勘定 をして 料理屋 を 出た。 察する に、 

埴生 は 女の手 を 握った 為め に 祝宴 を 設けて、 僕に 馳走 

をした のであった ろう。 

僕 は その 頃の 事 を 思って 見る と 不思議 だ。 何故かと 

いうに、 人情本 を 見た 時 や、 埴生が お 酌と 手 を 引いて 

歩いた 話 をした 時 浮んだ 美しい 想像 は、 無論 恋愛 の 

ほうが 

萌芽で あろうと 思う の だが、 それが どうも 性欲 その物 

かんれん 

と 密接に 関聯して いなかつ たの だ。 性欲と 云って は、 

この場合に は 適切で ないか も 知れない。 この 恋愛の 萌 

芽と COPIUlationstriet- と は、 どうも 別々 になって い 

たような ので ある。 



お 父 様 はこの 話 をして、 何 か 埴生と 一し よに 悪い 事 

をし はしない か。 したなら、 それ を 打明けて 言う が 好 

い。 打明けて 言って、 これから 先し なければ、 それで 

好い。 とにかく 埴生と 交際す る こと は、 これから は 止 

めねば 行かぬ と 仰 やる ので ある。 お母様が 側から 沼 

波さん もお 前が 悪い 事 をした と 云った ので はない そう 

だ、 お前 は 何もした ので は あるまい、 これから その 埴 

生と いう 子と 遊ばない ように すれば 好い の だと 仰 やる。 

僕 は 恐れ入った。 そして 正直に 埴生に、 料理屋へ 連 

れて 行かれた 事 を 話した。 しかし それが 埴生の 祝宴で 

あつたと いう こと だけ は、 一一 一一 n いに くいので 言わな か つ 



裔 一は 平べ つたい 顔の 黄い ろ 味 を 帯びた、 しんねり 

むっつりした 少年で、 漢学が 好く 出来る。 菊 池 三渓を 

ひいき ししょう 

貝 頭 負に している。 僕 は裔ー に 借りて、 晴雪楼 詩 鈔を読 

ほんちょうぐ しょし/? し 

む。 本朝 虞 初 新 誌 を 読む。 それから 三渓の ものが 出る 

からと いうので、 僕 も 浅 草へ 行って、 花 月 新 誌 を 買つ 

て 来て 読む。 二人で 詩 を 作って 見る。 漢文の 小品 を 書 

いて 見る。 先ず そんな 事 をして 遊ぶ ので ある。 

裔ー は 小さい 道徳家で ある。 埴生と 話 をす るに は、 

僕 は 遣り 放しで、 少しも 自分 を 拘束す るよう な こと は 

無かった の だが、 裔 一と 何 か 話して いて、 少しで も 野 

わいせつ 

卑 な詞、 猥褻な 詞 などが 出よう ものなら、 彼 はむ きに 



の 生えて いる 砂地に、 植 込の 高い 木が、 少し 西へ いざつ 

た 影 を 落して いる。 僕 は そこまで 龃 けて 行って、 仰向 

に 砂の 上に 寝転んだ。 すぐ 上の 処に、 凌霄の 燃える よ 

うな 花が 簇々 と 咲いて いる。 蟬が 盛んに 鳴く。 その外 

に は 何の 音 もしない。 ：？an の 神 はま だ 目を醒 まさな 

い 時刻で ある。 僕 はいろ いろな 想像 をした。 

それから は、 僕 は裔ー と 話 をしても、 裔ー の 母親の 

事 は 口に 出さなかった。 



十五に なった。 

とうた 

去年の 暮の 試験に 大 淘汰が あって、 どの 級から も 退 

学に なった ものが あった。 そして この 犠牲の 候補者 は 

過半 軟派から 出た。 埴生なん ぞ のよう なち び さえ 一 

しょに 退 治られた ので ある。 

逸見 も 退学した。 しかし これ はつい 昨今 急激な 軟化 

をして、 着物の 袖 を 長く し、 袴の 裾 を 長く し、 天 を 指 

していた 稷櫚 のよう な 髪の毛に 香油 を 塗って いたので 

あった。 

この頃 僕に 古 賀と児 島との 二人の 親友が 出来た。 

古 賀は顴 骨の 張った、 四角な、 赭ら 顔の 大男で ある _ 



かった。 彼の cynic な 言語 挙動 は 始終 僕に 不愉快 を感 

きしょ う 

ぜ しめる が、 とにかく 彼 も 一 種の 奇峭な 性格で ある。 

同級の 詩人が 彼に 贈った 詩の 結句 は、 竹 窓夜静 にして 

かんぴ おそ 

韓非を 読む というの であった。 人が 彼 を 畏れ 憚る。 そ 

れが 間接に、 僕の 為め に は 保護に なって いたので ある。 

僕 はこの 間接の 保護 を 失わねば ならない。 そして 頗 

る 危険なる 古 賀の室 へ 引き越さ ねばならな い。 僕は覚 

りつぜん 

えず 慄然と した。 

僕 は 獅子の 窟 に 這 入る ような 積 で 引き越して 行つ 

た。 埴生が、 君の 目 は 基線 を 上に した 三角 だと 云った 

かど 

が、 その 倒 三角形の 目が いよいよ 稜 立って いたで あろ 



^0^0^. Hugo の Notre Dame を 読 ん だとき、 

Emeraude とかいう 宝石の ような 名の 附 いた 小娘の 

事 を 書いて あるの を 見て、 この 女の子 を 思 出して、 あ 

の 傘の 下で かつ ぼれ を 踊った ような 奴だろう と 思った。 

古賀 はこう 云った。 

「何の 子 だか 知らないが、 非道い 目に 合わせて いるな 

あ」 

「もっと 非道 いのは 支那 人だろう。 赤子 を 四角な 箱に 

入れて 四角に 太らせて 見せ物に したと いう 話が あるが、 

そんな 事 もし 兼ねない」 

「どうして そんな 話 を 知っている」 



顔 をして いる 男で ある。 体 じゅうが 青み 掛かって 白い- 

綽号を 青大将と いうの だが、 それ を 言う と 怒る。 尤 

もこの 名 は、 児 島の 体の 或る 部分 を 浴場で 見て 附 けた 

名 だそう だから、 怒る の も 無理 は 無い。 児 島 は 酒量が 

ない。 言語 も 挙動 も 貴公子ら しい。 名高い 洋学 者で、 

勅任官に なって いる 人の 弟で ある。 十二 人目の 子な の 

で、 十二 郎 というの だそう だ。 

どうして 古 賀と児 島と が 親しくして いる だろうと、 

僕 は 先ず 疑問 を 起した。 さて 段々 観察して いると、 触 

接点が ある。 

古賀は 父親 を ひどく 大切に している。 その 癖 父親 は 



児 島の 性欲の 獣 は 眠って いる。 古 賀の獣 は 縛って あ 

いましめ 

るが、 おりお リ 縛 を 解いて 暴れる ので ある。 しかし 

古賀 は、 あたかも 今の 紳士の 一 小 部分が 自分の 家庭 だ 

け を 清潔に 保とうと している 如くに、 自分の 部屋 を 神 

聖 にして いる。 僕 は 偶然 この 神聖なる 部屋 を 分つ こと 

になった ので ある。 

古 賀と児 島と 僕との 三人 は、 寄宿舎 全体 を 白眼に 見 

ている。 暇 さえ あれば 三人 集まる。 平生 性欲の 獣 を 放 

し 飼に している 生徒 は、 この triumviri の 前で は寸毫 

も 仮借せられ ない。 中に も、 土曜日の 午後に 白 足袋 を 

穿いて 外出す るよう な 連中 は、 人間で はない ように 言 



われる。 僕の 性欲 的 生活が 繰延 になった の は、 全く こ 

の 三角 同盟のお 陰で ある。 後に なって 考えて 見れば、 

若し この 同盟に 古賀 がいなかったら、 この 同盟 は 陰気 

な、 貧血 性な 物に なった のか も 知れない。 幸に 荒 日 を 

持って いる 古賀が 加わって いたので、 互に 制裁 を 加え 

ている 中に も、 活気 を 失わな いでいる こと を 得た ので 

あろう。 

或る 土曜の 事で ある。 三人で 吉原を 見に 行こうと い 

うこと になる。 古賀が 案内に 立つ。 三人 共 小 倉 袴に 紺 

ま. お ま 

足袋で、 朴 歯の 下駄 をが らっかせ て 出る。 上野の 山 か 

ら根岸 を 抜けて、 通 新 町 を 右へ 折れる。 お歯黒 溝の 側 



おおもん かつ ぼ 

を 大門に 廻る。 吉原を 縦横に 濶歩 する。 軟派の 生徒で 

出くわした 奴 は 災難 だ。 白 足袋が こそこそと 横町に 曲 

るの を 見送って、 三人 一度に どっと 笑う ので ある。 僕 

いま ど わたし 

は 分れて、 今 戸の 渡 を 向島へ 渡った。 

同じ 歳の 夏 休 は、 やはり 去年 どおりに、 向島の 親の 

家で 暮らした。 その 頃 はま だ、 書生が 暑中に 温泉 や 海 

浜へ 行く という ことはなかった。 親 を 帰省す るの が 

精々 であった。 僕の ような、 判任官の 子なん ぞは、 親 

の処に 帰つ て 遊んで いるより 上の 愉快 を 想像す る， J と 

は 出来なかった ので ある。 



それから 古賀が 歩きながら 探険の 目的 を 話した。 安 

やわたろう 

達が 根津の 八幡 楼 という 内のお 職と 大変な 関係に なつ 

た。 女が 立て 引いて 呼ぶ ので、 安達 は 殆ど 学課 を 全廃 

した。 女の 処には 安達の 寝巻 や 何ぞが 備え 附 けて ある。 

ことごと ひよく 

女の 持物に は、 悉 く 自分の 紋と 安達の 紋 とが 比翼に 

して 附 けて ある。 二三 日 安達の 顔 を 見ない と 癩を起 

す。 古賀が どんなに 引き留めても、 女の 磁石 力が 強く 

て、 安達 はふら ふらと 八幡 楼へ 引き寄せられて 行く。 

古 賀は浅 草に いる 安達の 親に denunciate した。 安達 

と 安達の 母との 間に は、 悲痛なる 対話が あった。 さて 

安達の 寄宿舎に 帰る の を 待ち受けて、 古賀が 「どう だ」 



情史 を 読む。 こういう 本に 書いて ある、 青年 男女の 

^ た 

naively な 恋愛が ひどく 羨ましい、 妬ましい。 そして 

自分が 美男に 生れて 来なかった 為め に、 この美し いも 

のが 手の 届かない 理想に なって いると いう こと を 感じ 

ひま 

て、 頭の 奥に は 苦痛の 絶える 隙がない。 それ だから 安 

たと い 

達 は さぞ 愉快だろう、 縦 令 苦痛が あっても、 その 苦痛 

は 甘い 苦痛で、 自分の 頭の 奥に 潜んで いるよう な 苦い 

；; C も 、 V り 

苦痛で は あるまい という 思 遣 を なすこと を 禁じ 得な 

い。 それと 同時に 僕 はこん な 事 を 思う。 古賀の 単純 極 

まる 性質 は 愛す 可き である。 しかし 彼が 安達の 為め に 

はんもん 

煩悶す る 源 を 考えて 見れば、 少しも 同晴に 値しない。 



ではない かも 知れない。 僕 は 神聖なる 同盟の 祭壇の 前 

で、 こんな heretical な 思議 を 費して いたので ある。 

あいぞめ ばし 

僕 は 古賀の 跡に 附 いて、 始て 藍染 橋 を 渡った。 古賀 

は 西側の 小さい 家に 這 入って、 店の 者と 話 をす る。 僕 

しきいぎ わ 

は閾 際に 立って いる。 この 家 は 引手 茶屋で ある。 古 

く 力 し ぐが 

賀は 安達が 何日と 何日と に 来た かとい うような 事 を 確 

めて いる。 店の もの は 不精々々 に 返辞 をして いる。 古 

しばら 

賀は 暫くして しおしおとして 出て 来た。 僕 等 は 黙つ 

て 帰途に 就いた。 

安達 は 程なく 退学 させられた。 一 年ば かり 立 つて か 

ら 、 浅 草 区に 子守 女 や 後家 なぞ に 騒がれる 美男の 巡査 



がいる という 評判 を 聞いた。 又 数年の 後、 古 賀が浅 草 

とう V- ん すご 

の 奥山で、 唐桟づ くめの 頰 のこけ た 凄い 顔の 男に 逢つ 

かるわざし 

た。 奥山に 小屋掛け をして 興行して いる 女の 軽 技師が 

あって、 その 情夫が 安達の 末路であった そうだ。 

十六に なった。 

僕 は その 頃 大学 の 予備 門に なって いた 英語 学校 を卒 

業して、 大学の 文学部に 這 入った。 

夏 休から 後 は、 變は 下宿 生活 をす る ことにな つた。 



なく 物 足らない 感じ をして いる。 

まれ 

この 娘 は それ 程 稀な 美人と いうので はない かも 知れ 

ない。 只 薄紅の 顔が つやつやと 露が 垂 るよう で 、ばつ 

ちりした 目に 形容の 出来ない 愛敬が ある。 洗髪 を 島 田 

に 結って いて、 赤い 物 なぞ は 掛けない。 夏 は 派手な 

ゆかた はんえり めいせん 

浴衣 を 着て いる。 冬 は 半衿の 掛かった 銘撰か 何 か を 着 

ている。 いつも 新しい 前掛 をして いるので ある。 

僕 はこの 頃から、 ずっと 後に 大学 を 卒業す るまで、 

いや、 そうで はない、 それから 二 年 目に 洋行す るまで、 

, J の 娘 を 僕の 美し い 夢の 主人公 にして い たに 相違ない。 

春の なまめかしい 自然で も、 秋の 物寂しい 自然で も、 



るので は あるまい かとさえ 思った こと も ある。 しかし 

まさか 現 の 意識で それ を 信ずる 程の 詩人に も なれな 

かった。 余程 年が 立って から、 僕 は 偶然 この 娘の 正体 

しおくり 

を 聞いた。 この 娘 はじき あの 近所の 寺の 住職が 為 送 を 

していた のであった。 

つまらない 話の 序に、 も 一 つ 同じよう なの を 話そう- 

お 父 様の 住まって お出になる、 小菅の 官舎の 隣に 十三 

ばかりの 娘が ある。 それが 琴の 稽古 をして いる。 師匠 

は 下 谷の 杉 勢と いうので あるが、 遠方の 事 だから、 い 

つも 代稽古の 娘が 来る。 お母様が 聞いて いらっしゃる 

に、 隣の 娘が 弾いても、 代稽古に 来る 娘が 弾いても、 



余り 好い 音が した こと はない。 それが 或 日 まるで 変つ 

ね ぼ 

た 音が した。 言って 見れば、 今までの が 寝惚けた 音な 

ら、 今度の は 目の 醒めた 音で ある。 お母様が 隣の 奥 さ 

んに その 事 を 話す と、 あれ は 琴 を 商売に している 人で 

はない。 杉 勢の 弟子で、 五軒 町に 住んで いる 娘で ある。 

代稽古に 来る 娘が 病気な ので、 好意で 来て くれたと い 

うこと であった。 そのうち その 琴の 上手な 娘が、 お 母 

様に 褒められ たの を 聞いて、 それで はいつ か往 つて 弾 

いて 聞かせようと 云った。 

それから 折々 内に 寄る ので、 僕が 休日に 帰って いて 

落ち合う こと も ある。 子供の 時に Hydroceplialus で 



でもあった かとい うような 頭の 娘で、 髪が 稍 や 薄く、 

あお したまぶた ごく 

色が 蒼くて、 下瞼が 紫色 を 帯びて いる。 性質 は 極 

かちき 

勝 気で ある。 琴 はいかに も virtuoso の 天賦 を 備えて 

いる。 これが 若し 琴 を 以て 身 を 立てよう とする 人で 

あったら、 師匠に 破門 せられて、 別に 一流 を 起す とい 

う 質 かも 知れない。 

この 娘が 段々 お母様と 親密に なって、 話の 序に、 遠 

廻し のよう で、 実は 頗る 大胆に、 僕の 妻に なりたい と 

いう こと を ほのめか すので ある。 お母様が、 悴も卒 

業 すれば、 是非 洋行 を させねば ならない が、 卒業試験 

の 点数 次第で、 官費で 遣られる か、 どう だか 知れない 



をして 下さる。 しかし 材料 さえ 集めて 置いて 貰えば、 

お ぼっか 

僕が 自炊 を するとい うので ある。 お母様 は 覚束ない と 

仰 やる。 

この 話 を 隣の 植木屋が 聞いた。 お 父 様が 畠に 物 を 作 

る 相談 をせられ るので、 心安くな つていた 植木屋で あ 

る。 この 植木屋の お上さん が、 親切に もこう いう 提議 

をした。 植木屋に お 蝶と いう 十四になる 娘が ある。 体 

は 十六 位 かと 見える ように 大きい が、 まるで 子供で あ 

にたき 

る。 煮 炊 もろくな 事 は 出来ない。 しかし 若旦那よ リは 

上手であろう。 これ を 貸して くれようと 云う ので ある _ 

お母様 は 同意な すった。 僕 も 初から 女 を 置く という こ 



甚 しいと 思った ので ある。 

机に 向いて 読み 掛けて いた 本 を 開ける。 どうも 裔ー 

の 云った ことが 気になる。 僕 はお 蝶 を 何とも 思って は 

いない。 しかしお 蝶 はどうだろう。 僕と お 蝶と は 殆ど 

話と いう もの をし ないから、 お 蝶が 何と 云った という 

ような 記憶 は 無い。 何 か 記憶に 留まった 事 はない かと 

思う と、 ふいと 今朝の 事 を 思い出す。 今朝 散歩に 出た _ 

出る ときお 蝶 は 蚊屋 を 畳み掛け ていた。 三十 分 も 歩い 

たと 思って 帰って 見る と、 お 蝶 は 畳んだ 蚊屋 を 前に 置 

いて、 目 は 空 を 見て ぼんやりして すわって いた。 もう 

疾 くに 片付けて しまって いる だろうと 甲 3 つたのに、 意 



たが、 やはり 女 を 知らなかった らしい。 

その 当座 宴会が むやみに ある。 上野の 松 源と いう 料 

理屋 がその 頃 盛であった。 そこへ 卒業生 一同で 教授 を 

しょうだい 

fR 寺 リム こ。 

一一 11 口, や , (-. ^ 力 

す き や どうぼう ちょ う 

数寄屋 町、 同朋 町 の 芸者 やお 酌が 大勢 来た。 宴会 

で 芸者 を 見た の はこれ が始 である。 

今でも 学生が 卒業す る 度に 謝恩会と いう ことがある。 

しかし 今から あの 時の 事 を 思って 見る と、 客 も 芸者 も 

風が 変って いる。 

今 は 学士に なると、 別に 優遇 はせられ な いまでも、 

ひどく 粗末に もせられ ないよう だ。 あの 頃 は 僕なん ぞ 



ものが ある。 お 酌の 間へ 飛び込んで 踊る ものが ある。 

あう つ 

置いて ある 三味線 を 踏まれそう になって、 慌てて 退け 

る 芸者が ある。 さっき 僕に けんつく を 食わせた 芸者 は 

しき 

ねえさん 株と 見えて、 頻りに 大声 を 出して 龃け 廻って 

世話を焼 いている。 

僕の 左 二三 人目に 児 島が すわって いる。 彼 は ぼん や 

りして いる。 僕の 醒覚 前の 態度と 余り 変って いないよ 

うだ。 その 前に 一 人の 芸者が いる。 締 つた 体の 権衡が 

整って いて、 顔 も 美しい。 若し 眼窩の 縁 を 際立た せた 

ら、 西洋の 絵で 見る Vesta のようにな るだろう。 初め 

膳 を 持って 出て 配った 時から、 僕の 注意 を惹 いた 女で 



ほうば い こ"..， く 

ある。 傍輩に 小 幾さん と 呼ばれた のまで、 僕の 耳に 留 

まった ので ある。 その 小 幾が 頻りに 児 島に 話し掛けて 

いる。 児 島 は 不精々々 に返詞 をして いる。 聞く ともな 

しに、 対話が 僕の 耳に 這 入る。 

「あなた 何が 一 番ぉ 好」 

i.J ん とん 

「橘飩 が 旨い」 

真面目な 返詞 である。 生年 二十 三 歳の 堂々 たる 美 丈 

夫の 返詞 として は、 不思議で はない か。 今日の 謝恩会 

に 出る 卒業生の 中には、 捜しても こんなの がいない だ 

たしか ひややか 

けは糙 である。 頭が 異様に 冷 になって いた 僕 は、 

間の 悪い ような 可笑しい ような 心 持が した。 



う。 持つ に は 嫌な 奴で は 困る。 嫌 か 好か を こっちで 極 

める の は 容易で ある。 しかし 女 だって 嫌な 男 を 持って 

は 困る だろう。 生んで 貰った 親に 対して、 こう 云う の 

は、 恩義に 背く ようで は あるが、 女が 僕の 容貌 を 見て、 

好 だと 思う という こと は、 一寸 想像し にくい。 或は 自 

知の 明の あるお 多 福が、 僕 を 見て、 あれで 我慢 をす る 

というよ うな こと は 無い にも 限るまい。 しかし 我慢 を 

して くれる に は 及ばない。 そんな 事 はこつ ちから 辞退 

したい。 そんなら 僕の 霊， 'の 側 はどう だ。 余り 結構な 

霊 を 持ち合わせ ている とも 思わない が、 これまで 色々 

な 人に 触れて 見たところが、 僕の 霊が そう 気 恥 かしく 



て、 包み隠して ばかりい なければ ならない ように も 思 

わない。 霊の 試験 を 受ける 事に なれば、 僕 だって 必ず 

落第す ると も 思わない。 さて 結婚の 風俗 を 見る に、 容 

貌の 見合 は あるが、 霊の 見合 は 無い。 その 容貌の 見合 

でさえ、 媒を する ものの 云う の を 聞けば、 いつでも 

先方で は 見合 を 要せない と 云つ ている という こと だ。 

女 は 好 嫌 を 言わない。 只 こっちが 見て 好 嫌 を 言えば 好 

いという の だ。 娘の 親 は 売手で、 こっちが 買手で でも 

口才 マ 

あるよう だ。 娘 はまる で 物品 扱 を 受けて いる。 羅馬法 

にで も 書いたら、 奴隸 と同じように、 res としてし ま 

わねば ならない。 僕 は 綺麗な おもちゃ を 買いに 行く 気 



を ことわる という ことがあった。 侍の 娘 は 男の 魂 を 見 

込んで 娵に往 くの だから、 男の 顔 を 見て かれこれ 云う 

害 はない。 それが 日本ば かりの 事で あっても、 好い 事 

なら 好いで はない か。 しかしお 父 様のお 話 を 聞いた う 

ちに、 西洋の 王様が 家来 を 隣国へ 遣って 娵を 見させる 

という 話が あった。 そうして 見れば、 西洋で も 王様な 

んぞは 日本 流に 娵を 取られる と 見える と、 こう 仰 やる _ 

僕 は、 西洋の 事なん ぞは、 なるたけ 言わない ようにし 

ている のに、 お母様に 西洋の 例 を 引いて 弁じ 附 けられ 

て、 僕 は 少し 狼狽した。 

僕の 方に はま だ 言いたい 事 は 沢山 有った が、 この 上 



まんまく 

反駁 を 試みる の も 悪い と 思って、 それき りに してし 

まった。 

この 話 をして 間もなく、 お 父 様の 心安く していら つ 

あんなか まつけ 

しゃる 安中と いう 医者が 来て、 或る 大名 華族の 末 家の 

令嬢 を 貰えと 勧めた。 令嬢 は番 町の 一 条 という 画家の 

内に おられる。 いつでも 見せて 遣る という ことで ある- 

お母様 は 例に 依つ てお 勧な さる。 

僕 はふと 往 つて 見る 気になった。 それが 可笑しい。 

そのお 嬢さん を 見ようと 思う のではなくて、 見合と い 

う もの をして 見ようと 思う のであった。 少し 無責任な 

事 をした ようで は あるが、 僕 は どんなお 嬢さんでも 貰 



ら ない。 僕が これまで にない 一 番 若い 学士 だと か、 優 

等で 卒業した とかいう ので、 新聞に 名が 出た。 そいつ 

にどん な 物 を 書く か 書かせて 見ようと いうよう な訣だ 

うま 

ろう。 そこで 僕の 書く ものが 旨かろう が、 まずかろう 

が、 そんな 事 は 構わない。 Sensation は sensation だ 

ろう。 しかしそう いうの は、 新聞 経営者と して 実に 短 

見で は あるまい か。 僕の 利害 は 言わない。 新聞社の 利 

害 を 言う の だ。 それより は 黙つ て 僕の 匿名で 書いた も 

の を 出して くれる。 それが まずければ それなりに 消滅 

してし まう。 いくらまず くても、 何故 あんな もの を 出 

した かと、 社が 非難 せられる 程の 事 も あるまい。 万一 



しつ ぼ 

余程 変な もの を 書いた ように 記憶して いる。 頭 も 尻尾 

もない ような 物だった。 その 頃 は 新聞に 雑録と いう も 

ちょうや なる しま リ ゆうほく 

のがあった。 朝野 新聞 は 成 島 柳 北 先生の 雑録で 売れ 

しゃれ 

たもの だ。 真面目な 考証に 洒落が 交る。 論の 奇抜 を 心 

掛ける。 句の 警束 を靦 う。 どうかす ると その 警句が 人 

口に 膾炙した もの だ。 その 頃 僕 は 某 教授に 借りて、 

Eckstein の 書いた feuilleton の 歴史 を 読んで いたの 

で、 先ず 雑録の 体裁で、 西洋の feuilleton の 趣味 を 加 

えた ものと 思って 書いて 見た の だ。 

僕の 書いた もの は、 多少の 注意 を 引いた。 二三の 新 

聞に 尻 馬に 乗った ような 投書が 出た。 僕の 書いた もの 



止まって いる 雨蛙 は 青くて、 壁に 止まって いるの は 土 

色 をして いる。 草 むら を 出没す る 蜥蜴 は 背に 緑の 筋 を 

持って いる。 沙漠の 砂に 住んで いるの は 砂の 色 をして 

いる。 Mimicry は 自己弁護 である。 文章の 自己弁護 

であるの も、 同じ 道理で ある。 僕 は 幸 に そんな 非難 

も 受けなかった。 僕 は 幸に 僕の 書いた 物の 存在 権 を も 

疑われずに 済んだ。 それ は 存在 権の 最も 覚束ない、 智 

的に も 情 的に も、 人に 何物 を も 与えない 批評と いう も 

のが、 その 頃 はま だ 発明せられ ていなかった からで あ 

る。 

一週間 程 立って、 或 日の 午後 霽 波が 又 遣って 来た。 



社主が 先日 書いて 貰った お礼に 馳走 をしたい というの 

だから、 今から 一 しょに 来て くれろ と 云う。 相客 は 

はらぐ ちあん さ い 

原 口 安斎と いう 詩人 だけで、 霽 波が 社主に 代って 主人 

役 をす ると いうので ある。 

僕 は 車 を 雇って、 霽 波の 車に 附 いて 行った。 神 田 明 

神の 側の 料理屋に 這 入った。 安斎 は 先へ 来て 待って い 

た。 酒が 出る。 芸者が 来る。 ところが 僕 は 酒が 飲めな 

い。 安斎 も 飲めない。 霽 波が 一人で 飲んで 一人で 騒ぐ _ 

三人の 客 は、 壮士と 書生との 間の子と いう 風で、 最も 

壮士ら しいの が霽 波、 最も 普通の 書生ら しいの が 安斎 

である。 二人 はき 飛白の 綿 入に 同じ 羽織 を 着て いる。 



まな レ 口 もお， R な レ 

しかし その 頃の 講武 所 芸者 は、 随分 変な 書生 を 相手 

にし 附け ていたの だから、 格別 驚き もしない。 むやみ 

に 大声 を 出して、 霽 波と 一し よに 騒いで いる。 

十一 時半 頃に なった。 女中が お 車が 揃い ましたと 

さほど 

云って 来た。 揃いました は 変 だと は 思った が、 左程 気 

にも 留めなかった。 霽 波が 先に 立って 門口に 出て 車に 

乗る。 安斎 も 僕 も 乗る。 僕 は 「大千 住の 先の 小菅 だよ」 

かじぼう 

と 車夫に 言 つ たが、 車夫 は返詞 をせ ずに 梶棒 を 上げた。 

霽 波の 車が 真 先に 龃け 出す。 次が 安斎、 殿が 僕と、 

三 台の 車が 続いて、 飛ぶ ように 龃 ける。 掛声 をして、 



かせた 今一 つの factor の あるの を 忘れて はならない。 

それ は 例の 未知の ものに 引かれる Neugierde である。 

二 台の 車 は 大門に 入った。 霽 波の 車夫が、 「お 茶屋 

は」 と 云う と、 霽 波が 叱る ように 或る 家の 名 を どなつ 

た。 何でも Astacidae 族の 皮の 堅い 動物の 名で ある。 

十二時 を 余程 過ぎて いる。 両側の 家 は 皆 戸 を 締めて 

いる。 車 は 或る 大きな 家の、 締まった 戸の 前に 止まつ 

くぐりど 

た。 霽 波が 戸 を 叩く と、 小さい 潜 戸 を 開けて、 体の 恐 

のび かがみ 

ろしく 敏速に 伸 屈 をす る 男が 出て、 茶屋が どうの こ 

うのと 云って、 霽 波と 小声で 話し合った。 暫く 押 問 

答 をした 末に、 二人 を 戸の 内に 案内した。 



うま 

「旨かった」 

中年増と 女と は 二た び 目 を 見合せ た。 女が 二た び あ 

ざ やかに 笑った。 歯が 二た び 光った。 土瓶の 中の はお 

茶ではなかった と 見える。 僕 は 何 を 飲んだ の だか、 今 

せんやく 

も 知らない。 何 かの 煎薬であった のだろう。 まさか 外 

用 薬ではなかった のだろう。 

中年増が 女の 櫛 道具 を 取って 片附 けた。 それから 

かけ き 

立って、 黒 塗の 箪笥から 桂 を 出して 女に 被せた。 派手 

たてじま めしち リ めん じゅす 

な 竪縞のお 召 縮緬に 紫糯 子の 襟が 掛けて ある。 この 中 

年増が 所謂 番新 というの であろう。 女 は 黙って 手 を 通 

ま— そ 

す。 珍ら しく 繊ぃ 白い 手であった。 番新 がこう 云った _ 



理 上の 変動 は、 こんな ものであって、 思った より は微 

弱であった。 そのうえ、 丁度 空気の 受けた 波動が、 空 

力す 

間の 隔たる に 従って 微かになる ように、 この 心理 上の 

変動 も、 時間の 立つ に 従って 薄らいだ。 

それと は 反対で、 ここに 僕の 感情的 生活に 一 つの 変 

化が 生じて 来て、 それが 日に まし はっきりして 来た。 

何 だとい うと、 僕 はこれ まで は、 女に 対する と、 何と 

しリ ごみ ことば 

なく 尻 籠 をして、 いく 地な く 顔が 赤くな つたり、 詞が 

鏈れ たりした もの だ。 それが この 時から 直った ので あ 

る。 こんな 譬は、 誰かが 何処かで、 とっくに 云って い 

るだろう が、 僕 は 騎士と して dub を 受けた ので ある。 



くような 狭い部屋に 案内 せられる。 ランプと 烟草 盆と 

せんべいぶとん し 

が 置いて ある。 煎餅布団が 布いて ある。 僕 は 坐 布団が 

ないから、 為 方な しに その 煎餅布団の 真中に 胡 坐 を か 

く。 紙卷烟 草に 火を附 けて 呑んで いる。 裏の 方の 障子 

まっさお 

が 開く。 女が 這 入る。 色の 真 蒼な、 人の 好 さそうな 年 

増で ある。 笑いながら 女が 云う。 

「お 休な さらない の」 

おれ 

「己 は 寝ない 積 だ」 

「まあ」 

「お前 は ひどく 血色が 悪いで はない か。 どうかし たの 

> ヽ I 

力 レ」 



「ええ。 胸膜炎で 二三 日 前まで 病院に いました の」 

「そうかい。 それでいて、 客の 処へ 出る の はつら かろ 

うな あ」 

「いいえ。 もう 心 持 は 何ともありません の」 

「ふむ」 

暫く 顔 を 見合せ ている。 女が やはり 笑いながら 云う 

「あなた 可笑し ゆう ございま すわ」 

「何が」 

「こうして いて は」 

うでずもう 

「そんなら 腕 角力 をしょう」 

「すぐ 食 (けて しまう わ」 



こに 書き添えて 置く。 

二十 一 になった。 

洋行が いよいよ 極まった。 しかし 辞令 は 貰わない。 

大学の 都合で、 夏の 事になる だろうと いう ことで ある _ 

しき リ も いで 

いろいろな 縁談で、 お母様が 頻に気 を 揉んで お出 

なさる。 

古賀 が、 後々 の 為め に 好かろうと 云う ので、 僕 を 某 

もちづき 

省の 参事官の 望月 君と いう 人に 引き合せ た。 この 人 は 



う」 と 云った。 そして 或 晚古賀 がお 上に 話 をした。 僕 

が この 時古賀 に抗抵 しなかった の も、 芸者 は どんな 事 

をす る もの かと 思う Neugierde があった からだろう。 

一月の 末で もあった か。 寒い 晩であった。 いつもの 

とお リ 

通 三人で、 下 谷 芸者の 若くて 綺麗な の を 集めて、 下ら 

ない 事 をし やべ つてい る。 そこへ お 上が 這 入って 来る。 

望月 君が 妙な 声 をす る。 故意と する ので ある。 

ば ま 

「婆あ」 

「なんです よ。 あなた、 嫌に 顔が てらて らして 来 まし 

たよ。 熱い お湯で お 拭なさい」 

お 上 は 女中に 手拭 を 絞って 来させて、 望月 君に 顔 を 



の、 鈍い 柔な 音の 間 々 に、 亜鉛の 樋 を 走る 水の ちゃ 

ゆきき 

らち やらと いう 声が する。 西片 町の 通 は 往来が 絶えて、 

傘 を 打つ 点滴 も 聞えず、 ぬかるみに 踏み込む 足駄 も 響 

ゝ *k 、 o 

力る レ 

金 井 君 は 腕 組 をして 考え込んで いる。 

先ず 書き 掛けた 記録の 続きが 、 次第 もな く 心に 浮ぶ 。 

伯林の Unter den Linden を 西 へ 曲つ た処の 小さ い 

珈琲 店 を 思い出す。 Caf6 Krebs である。 日本の 留学 

生の 集る 処で、 蟹 屋蟹屋 と 云った もの だ。 何遍 行って 

も 女に 手 を 出さずに いると、 或晚 一番 美しい 女で、 ど 

うしても 日本人と 一し よに は 行かない というの が、 是 



非 金 井 君と 一 しょに 行く と 云う。 聴かない。 女が 

かんしゃく 

癇癩を 起して、 melange の コップ を 床に 打ち 附 けて 

壊す。 それから Karlstrasse の 下宿屋 を 思い出す。 家 

主の 婆あさん の 姪と いうの が、 毎晚 肌襦袢 一 つに なつ 

て 来て、 金 井 君の 寝て いる 寝台の 縁に 腰 を 掛けて、 三 

十分ず つ 話 をす る。 「おばさんが 起きて 待って いるか 

ら、 只お 話 だけして 来る のなら、 構わない といい ます 

の。 好いで しょう。 お 嫌で はなく つて」 肌の 温まりが 

ふすま 

衾 を 隔てて 伝わって 来る。 金 井 君 は 貸借 法の 第 何条 

かに 依って、 三 箇月 分の 宿料 を 払って 逃げる と、 毎晚 

夢に 見る と 書いた 手紙が い つまで も 来たので ある。 



Leipzig の 戸口に 赤い 灯の 附 いている 家 を 思い出す。 

ちぢ めいしょく つ いいわけ 

銶ら せた 明色 の 髪に 金粉 を 傅け て、 肩と 腰と に言訣 

ずつ そば 

ばかりの 赤い 着物 を 着た 女 を、 客が 一 人 宛 傍に 引き 寄 

せて いる。 金 井 君 は、 「己 は 肺病 だぞ、 傍に 来る とうつ 

るぞ」 と 叫んで いる。 維也納の ホテル を 思い出す。 臨 

時に 金 井 君 を 連れて 歩いて いた 大官が 手 を 引 張った の 

てきがいしん 

を 怒った 女中が いる。 金 井 君 は 馬鹿 気た 敵愾心 を 起し 

て、 出発す る 前日に、 「今夜 行く ぞ」 と 云った。 「あの 

右の 廊下の 突き 当りです よ。 沓を 穿いて いらつ しって 

は 嫌」 響の 物に 応ずる 如しで ある。 咽せ る 様に 香水 を 

ま くった び 

部屋に 蒔いて、 金 井 君が 廊下 をった つて 行く 沓 足袋の 



音 を 待って いた。 Mtinchen の 珈琲 店 を 思い出す。 日 

本人の 群がい つも 行って いる 処 である。 そこの 常客に、 

稍 や 無頼漢 肌の 土地の 好男子の 連れて来る、 凄味 掛 

か つ た 別品が いる。 日本人が 皆 その 女 を 褒めちぎる。 

或晚 その 二人 連が いると き、 金 井 君が 便所に 立った。 

たち ま 

跡から 早足に 便所に 這 入って 来る ものが ある。 忽ち 

や ひじ くぴ から 

痩せた 二 本の 臂が金 井 君の 頸に 絡み 附く。 金 井 君の 唇 

は 熱い 接吻 を 覚える。 金 井 君の 手 は 名剌を 一 枚 握らせ 

つむじかぜ かえ 

られ る。 旋風の ように 身 を 回して 去る の を 見れば、 

例の 凄味の 女で ある。 番地の 附 いている 名刺に 「十一 

時 三十 分」 という 鉛筆 書きが ある。 金 井 君 は 自分の 下 



等な 物に 関係 しないの を 臆病の ように 云う 同国人に、 

つらあて 

面 当 をしょう という 気になる。 そこで 冒険に もこの 

あと 

nendez-vous に 行く。 腹の 皮に 妊娠した 時の 痕のぁ 

る 女であった。 この 女 は 舞踏に 着て 行く 衣裳の 質に 入 

れて あるの を 受ける 為め に、 こんな 事 をした という こ 

とが、 跡から 知れた。 同国人 は 荒肝 を 抜かれた。 金 井 

君 も 随分 悪い 事の 限 をした ので ある。 しかし 金 井 君 は 

一 度 も 自分から 攻勢 を 取らねば ならない 程 強く 性欲に 

動かされ たこと はない。 いつも 陣地 を 守って だけ はい 

おさな 

て、 穉ぃ Neugierde と 余計な 負けじ魂との 為め に、 

おりお り 不必要な 衝突 をし たに 過ぎない。 



はどうで も 好い としても、 金 井 君 だとて、 芸術的 価値 

の 無い ものに 筆 を 着けた く はない。 金 井 君 は 

Nietzsdie の いう Dionysos 的な もの だけ を 芸術と し 

て視 てはいない。 Apollon 的な もの を も 認めて いる。 

しかし 恋愛 を 離れた 性欲に は、 情熱の ありようがない 

し、 その 情熱の 無い ものが、 いかに 自叙に 適せない か 

という こと は、 金 井 君 も 到底 自覚せ ずに はいられな 

かった ので ある。 

金 井 君 は 断然 筆 を 絶つ ことにした。 

そして つくづく 考えた。 世間の 人 は 今の 自分 を 見て 

金 井 は 年を取って 情熱が なくなつ たと 云う。 しかし こ 



れは 年を取った 為め ではない。 自分 は 少年の 時から、 

余りに 自分 を 知り抜いて いたので、 その 悟性が 情熱 を 

ほうが 

萌芽のう ちに 枯らして しまったの である。 それが ふと 

つまらない 動機に 誤られて、 受けなくても 好い dub 

を 受けた。 これ は 余計な 事であった。 結婚 をす るまで 

dub を 受けずに いた 方が 好かった。 更に 一 歩 を 進め 

て 考えて 見れば、 果して 結婚 前に dub を 受けた の を 

余計 だとす るなら、 或は 結婚 もしない 方が 好かった の 

かも 知れない。 どうも 自分 は 人並 はずれの 冷澹な 男で 

あるら しい。 

金 井 君 は 一 旦 こう 考えた が、 忽ち 又 考え直した。 な 



る 程、 dub を 受けた の は 余計であろう。 しかし 自分の 

悟性が 情熱 を 枯らした ような の は、 表面 だけの 事で あ 

る。 永遠の 氷に 掩 われて いる 地 極の 底に も、 火山 を 突 

き 上げる 猛火 は 燃えて いる。 Michelangelo は 青年の 

時 友達と 暄曄 をして、 拳骨で 鼻 を 叩き潰されて、 望 を 

恋愛に 絶つ たが、 却 て 六十に な つ てから Vittoria 

Colonna に 逢って、 珍ら しい 恋愛 をし 遂げた。 自分 は 

無能力で は 無い。 Impotent では 無い。 世間の 人 は 性 

欲の 虎 を 放し 飼に して、 どうかす ると、 その 背に 騎っ 

て、 滅亡の 谷に 墜 ちる。 自分 は 性欲の 虎 を 馴らして 抑 

えてい る。 羅漢に 跋陀羅 というの が ある。 馴れた 虎 を 



傍に 寝かして 置いて いる。 童子が その 虎 を 怖れて いる。 

Bhadra と は 賢者の 義 である。 あの 虎 は 性欲の 象徴 か 

も 知れない。 只 馴らして ある だけで、 虎の 怖るべき 威 

は 衰えて はいない ので ある。 

まき はじめ 

金 井 君 はこう 思い直して、 静に 巻の 首から 読み返 

して 見た。 そして 結末まで 読んだ ときには、 夜 はいよ 

いよ 更けて、 雨 はいつ の 間に か 止んで いた。 樋の 口 か 

ま けい 

ら 石に 落ちる 点滴が、 長い 間を置いて、 磬を 打つ よう 

な 響 を させて いる。 

さて 読んで しまった 処で、 これが 世間に 出されよう 

かと 思った。 それ はむ つかしい。 人の 皆 行う ことで 人 



の 皆 言わな い ことがある。 prudery に 支配 せられて い 

る 教育界に、 自分 も籍を 置いて いるから は、 それ はむ 

つかしい。 そんなら 何気なし に 我 子に 読ませる ことが 

出来よう か。 それ は 読ませて 読ませられな いこと も あ 

るまい。 しかし これ を 読んだ 子の 心に 現われる 効果 は、 

あら かじ 

予 め 測り 知る ことが 出来ない。 若し これ を 読んだ 子 

が 父の ようになったら、 どうであろう。 それが 幸か不 

幸 か。 それ も 分らない。 DehHier が 詩の 句に、 「彼に 

服従す るな、 彼に 服従す るな」 というの が ある。 我 子 

にも 読ませた く はない。 

金 井 君 は 筆 を 取って、 表紙に 拉甸 語で 
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